
定
着

名　前

/100点

年
　
　
　組
　
　
　番

項
目
１
〜
４

国
語
❶

国
語
❶

チ
ェ
ッ
ク

漢
字�

（
５
点
×
６
）

⑴
　
次
の
　
　
線
部
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

　
①
　
説
明
を
補
う
。

　
②
　
悪
い
印
象
を
受
け
る
。

　
③
　
手
順
を
省
く
。

⑵
　
次
の
　
　
線
部
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
①
　
学
級
委
員
長
を
つ
と
め
る
。

　
②
　
め
ん
み
つ
な
計
画
を
立
て
る
。

　
③
　
米
を
ち
ょ
ぞ
う
す
る
。

熟
語�

（
５
点
×
５
）

⑴
　
次
の
熟
語
と
構
成
が
同
じ
も
の
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
①
　
強
風
　
　
②
　
身
体

　
　
ア
　
挙
手
　
　
イ
　
寒
冷
　
　
ウ
　
善
人

⑵‌�

　
下
の
意
味
を
表
す
四
字
熟
語
に
な
る
よ
う
に
、

 

に

当
て
は
ま
る
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

　
①
　
異 

 

同
音
…
多
く
の
人
が
同
じ
こ
と
を
言
う
こ
と
。

　
②
　

 

心
伝
心�

…
言
葉
に
出
さ
ず
と
も
心
が
通
じ
る
こ

と
。

⑶‌�

　
次
の
熟
語
の
対
義
語
に
な
る
よ
う
に
、

 

に
当
て
は

ま
る
漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

　
＊
消
費
⇔ 

 

産

1⑴
①�

う
②

③�

く

⑵
①�

め
る
②

③

2⑴
①

②

⑵
①

②

⑶

語
句�

（
５
点
×
５
）

⑴
　
次
の
慣
用
句
の
意
味
を
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

　
①
　
渡
り
に
船

　
②
　
角
が
立
つ

　
　
ア
　
人
の
心
中
を
う
か
が
う
。

　
　
イ
　
邪じ

ゃ

魔ま

を
す
る
。

　
　
ウ
　
人
と
の
関
係
が
悪
く
な
る
。

　
　
エ
　
対
等
に
張
り
合
う
。

　
　
オ
　
好
都
合
で
あ
る
。

⑵�
　
適
切
な
こ
と
わ
ざ
に
な
る
よ
う
に
、

に
当
て
は
ま
る

漢
字
を
書
き
な
さ
い
。

　
①
　

 
の
上
に
も
三
年

　
②
　

 
は
急
げ

⑶‌�

　
次
の
故
事
成
語
が
誤
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
一
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
ア
　
チ
ー
ム
は
、
破は

竹ち
く

の
勢
い
で
勝
ち
進
ん
だ
。

　
イ�

　
年
老
い
て
傑け

っ
さ
く作
を
作
っ
た
彼
は
ま
さ
に
大
器
晩
成
だ
。

　
ウ
　
彼
の
態
度
は
他
の
人
々
を
圧あ

っ

巻か
ん

し
た
。

　
エ�

　
友
人
と
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
腕
を
上

げ
る
。
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国
語

定
着
チ
ェ
ッ
ク
❶

説
明
的
文
章
の
読
解�

（
５
点
×
４
）

　
次
の
説
明
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
庭
や
公
園
に
あ
る
木
や
街
路
樹
の
葉
を
と
っ
て
き
て
、
見

く
ら
べ
て
く
だ
さ
い
。
種
類
が
ち
が
う
と
、
似
た
よ
う
な
葉

で
も
形
が
ち
が
い
ま
す
。
同
じ
種
類
の
木
で
も
、
微び

妙み
ょ
う

に
大

き
さ
や
形
に
は
変
化
が
あ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
み
な
さ

ん
の
ま
わ
り
に
同
じ
顔
立
ち
の
人
が
い
な
い
の
に
似
て
い
ま

す
。

　
冬
に
葉
を
落
と
す
落
葉
樹
は
、
葉
を
さ
わ
っ
て
み
る
と
常

緑
樹
よ
り
薄
く
感
じ
ま
す
。
常
緑
樹
の
ほ
う
が
厚
く
て
し
っ

か
り
し
た
葉
を
し
て
い
る
の
で
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
落
葉
樹
は
春
に
新
し
い
葉
を
出
し
て
活
発
に
光
合
成
を
し

ま
す
が
、
秋
に
は
紅
葉
（
黄
葉
）
し
、
落
葉
し
て
し
ま
い
ま

す
。
葉
は
半
年
あ
ま
り
で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
一
方
、
一
年
中
葉
を
つ
け
て
い
る
常
緑
樹
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
い
つ
も
葉
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
一
枚

の
葉
は
、ど
の
く
ら
い
の
期
間
、枝
に
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
よ
く
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
ス
ノ
キ
で
約
一
年
。
①
ツ
バ
キ
や
サ
ザ
ン
カ
で
は
四
年

つ
い
て
い
る
葉
も
あ
り
ま
す
。
世
界
で
も
っ
と
も
長
生
き
す

る
こ
と
で
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
載の

っ
て
い
る
、
北
ア
メ
リ
カ

の
マ
ツ
の
葉
は
二
〇
年
以
上
つ
い
て
い
ま
す
。
長
く
つ
い
て

い
る
葉
で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
つ
く
っ
て
お
か
な
い
と
風
雨

で
痛
め
つ
け
ら
れ
ま
す
。
ツ
バ
キ
の
葉
が
厚
く
て
し
っ
か
り

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。
厚
い
だ
け
で
な
く
、
表

面
が
つ
や
や
か
で
照
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
海
岸
に
自
生

し
て
い
る
た
め
の
潮
風
対
策
で
す
。

　
②
海
岸
近
く
で
は
つ
ね
に
塩
分
を
含
ん
だ
潮
風
が
葉
に
当

た
り
ま
す
。
海
水
の
飛ひ

沫ま
つ

が
葉
に
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

水
分
は
乾か

わ

い
て
塩
の
結
晶
が
表
面
に
残
り
ま
す
。
毛
が
生
え

て
い
た
り
、
凹お

う

凸と
つ

が
あ
る
と
、
塩
が
葉
の
表
面
に
残
り
、
葉

か
ら
水
分
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
＊
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
つ
や
や
か
な
表
面
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

＊
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
＝
表
面
を
う
す
い
膜
な
ど
で
覆お

お

う
こ
と
。

（
石
井
誠
治
『
樹
木
ハ
カ
セ
に
な
ろ
う
』）

4

⑴�

　
こ
の
文
章
の
話
題
は
何
か
。
次
の
文
の
空
欄
に
当
て
は

ま
る
言
葉
を
、
文
章
中
か
ら
一
字
で
書
き
抜
き
な
さ
い
。

　
＊
樹
木
の 

 

の
大
き
さ
や
形
の
ち
が
い
。

⑵‌�

　
①
「
ツ
バ
キ
や
サ
ザ
ン
カ
」
は
、
何
の
葉
の
例
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
。
文
章
中
か
ら
三
字
で
書
き
抜
き
な

さ
い
。

⑶�

　
②
「
海
岸
近
く
で
は
つ
ね
に
塩
分
を
含
ん
だ
潮
風
が
葉

に
当
た
り
ま
す
。」
と
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
ツ
バ
キ
の

葉
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
適
切
な
も
の
を
次
か

ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
ア
　
薄
く
て
や
わ
ら
か
く
、
つ
や
や
か
で
照
り
が
あ
る
。

　
イ
　
厚
く
て
し
っ
か
り
し
、
つ
や
や
か
で
照
り
が
あ
る
。

　
ウ
　
薄
く
て
や
わ
ら
か
く
、
毛
が
生
え
凹
凸
が
あ
る
。

　
エ
　
厚
く
て
し
っ
か
り
し
、
毛
が
生
え
凹
凸
が
あ
る
。

⑷�

　
こ
の
文
章
の
結
論
と
し
て
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
ア�

　
ど
ん
な
樹
木
で
も
葉
の
形
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
っ

て
、
大
き
さ
や
形
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
が
見
ら
れ
な
い

も
の
だ
。

　
イ�

　
樹
木
の
葉
が
つ
い
て
い
る
期
間
は
、
同
じ
種
類
の
樹

木
の
中
で
も
異
な
り
、
短
く
て
約
一
年
、
長
く
て
二
〇

年
以
上
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
ウ�

　
常
緑
樹
は
春
に
新
し
い
葉
を
出
し
て
活
発
に
光
合
成

を
し
、
秋
に
は
落
葉
す
る
た
め
に
、
厚
く
て
し
っ
か
り

し
た
葉
を
し
て
い
る
。

　
エ�

　
樹
木
の
種
類
が
違
え
ば
葉
の
形
が
ち
が
う
し
、
同
じ

種
類
の
樹
木
の
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
の
大
き
さ
や

形
に
は
微
妙
な
変
化
が
あ
る
。
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定着
年　　　組　　　番

名前

/100点
社会❶社会❶項目 1～４チェック

世界の姿
次の問いに答えなさい。

　⑴‌�　Ⅰの地図中のＡにあてはまる，三大洋のうち最も小さい海洋は，
　　【　大西洋　インド洋　】です。あてはまる語句を書きなさい。
　⑵‌�　面積が世界最大の国を，次のア～エから 1つ選びなさい。
　　ア　インド　　　イ　アメリカ　　　ウ　中国　　　エ　ロシア連

れん
邦
ぽう

　⑶‌�　Ⅰの地図中にＢで示した，東を東
とう
経
けい
，西を西

せい
経
けい
として表す基準となる，

経
けい
度
ど
0 度を示す線を何といいますか。

　⑷‌�　Ⅱは，中心からの距
きょ
離
り
と方位が正しく表された地図です。地図中の　

ブエノスアイレスは，東京から見て，どの方位にありますか。 4方位
で書きなさい。

　⑸‌�　Ⅱの地図中のア～ウの都市のうち，東京から最もはなれている都市は
どれですか。 1つ選びなさい。

日本の姿
次の問いに答えなさい。

　⑴‌�　Ⅰの地図中のＡにあてはまる，日本の南
なん

端
たん
の島は【　沖

おき
ノ
の
鳥
とり
島
しま
　択

え
捉
とろふ
島
とう
　】です。

あてはまる語句を書きなさい。
　⑵‌�　Ⅰの地図中にＢで示した，沿岸国が水産
資
し
源
げん
や鉱

こう
産
さん
資源を利用できる，領海の外側

で沿岸から200海
かい
里
り
までの海域を何といい

ますか。
　⑶‌�　Ⅰの地図中にＣで示した，ロシア連邦が不法
に占
せん
拠
きょ
している，日本固有の領土である島々を

何といいますか。
　⑷‌�　中部地方は，Ⅱの地図のようにさらに 3つ

に区分されます。Ⅱの地図中のＸ・Ｙにあては
まる地域名を，それぞれ書きなさい。

1

50°

40°

30°

20°

140°140°

150°150°

160°160°

130°130°120°120° 日本の領海とB

ⅠⅠ ※Bの境界線は日本の法令に基づく。
　境界線の一部は関係国と協議中。

A

C

中央高地中央高地

X

Y

Ⅱ

2

（5点×5）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

1

（5点×5）

⑴

⑵

⑶

⑷
Ｘ

Ｙ

2

ア

Ⅰ

イ
ウ

エ

A

B

0°

0° Ⅱ

東京
ブエノス
アイレス

1000km

10000km

15000km

5000km

ウ

ア
イ
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社会定着チェック❶

世界各地の人々の生活と環境
次の問いに答えなさい。

　⑴‌�　日本の大部分が属し，温暖で四季が見られる気
候帯は【　寒帯　温帯　】です。あてはまる語句
を書きなさい。

　⑵‌�　砂
さ
漠
ばく
が広がる地域と，丈

たけ
が短い草原が広がる地

域のある気候帯を何といいますか。
　⑶‌�　Ⅰの雨温図の気候帯の地域にみられる，降水量
が少ない時期を何といいますか。

　⑷‌�　Ⅱの地図中のＡの地域
で主に信

しん
仰
こう
されている宗

教を，次のア～ウから
1つ選びなさい。

　　ア　キリスト教
　　イ　イスラム教
　　ウ　仏教
　⑸‌�　Ⅱの地図中のＢで示したインドの人口の多くが信仰している，世界で

3番目に宗教人口が多い宗教を何といいますか。

アジア州
次の問いに答えなさい。

　⑴‌�　Ⅰの地図中のＸにあてはま
る，8000ｍ級の山々が連な
る山

さん
脈
みゃく
は【　アルプス　ヒマ

ラヤ　】山脈です。あてはま
る語句を書きなさい。

　⑵‌�　Ⅰに で示した，ほぼ
半年ごとにふく向きが変わる
風を何といいますか。

　⑶‌�　中国で外国企
き
業
ぎょう
を優
ゆう
遇
ぐう
して受け入れるために設けた，地図中の★の地

区を何といいますか。
　⑷‌�　Ⅱのグラフで産出量の割合が示されている，

西アジアで大量に産出する鉱産資源は何ですか。
次のア～エから 1つ選びなさい。

　　ア　鉄鉱石　　　イ　天然ガス
　　ウ　原油　　　　エ　石炭
　⑸‌�　中央アジアで産出される，ハイテク機器の生産などに用いられる希少
金属を何といいますか。カタカナ 5字で書きなさい。

3

0°0°

ⅠⅠ

X

7月7月

1月

（2020年） （世界国勢図会）

アメリカ
15.1％

43.6
億kL

5.55.4

その他
48.0

12.3

カナダ
イラク

ロシア
13.7

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

Ⅱ

4

（5点×5）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

3

（5点×5）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

4

0

1月 7 12

気温 降水量
30 500

20 400

10 300

200

‒10 100

‒20 0

℃ mm

（理科年表）

バンコク

年平均気温
29.1℃

Ⅰ

年降水量
1715mm
年降水量
1715mm

0°

A

B

Ⅱ　世界の宗教の分布

（ディルケ世界地図ほか）
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定着
年　　　組　　　番

名前

/100点
数学❶数学❶項目 1～４チェック

〈正の数・負の数⑴〉
次の問いに答えなさい。

　⑴　－3.5の絶対値を答えなさい。

　⑵　次の計算をしなさい。
　　①　（＋4）＋（－8） ②　（－2）－（－9）

　　③　－6＋11－7　

〈正の数・負の数⑵〉
次の問いに答えなさい。

　⑴　次の計算をしなさい。
　　①　（－5）×（－7） ②　（－4）²

　　③　6＋27÷（－3）

　⑵　70を素
そ

因
いん

数
すう

分
ぶん

解
かい

しなさい。

1

2

（6点×4）

⑴

⑵

①

②

③

1

（6点×4）

⑴

①

②

③

⑵ 70＝
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数学定着チェック❶

〈文字の式〉
次の問いに答えなさい。

　⑴‌�　（－2）×x×y×x を文字式の表し方にしたがって表しなさい。

　⑵‌�　a＝－4のとき，3a＋5の値
あたい

を求めなさい。

　⑶　次の計算をしなさい。
　　①　10x－2－7x＋3 ②　5（4x－3）

〈方程式⑴〉
次の方程式を解きなさい。

　⑴‌�　6x－5＝13 ⑵‌�　3（x＋1）＝x－9

　⑶‌�　0.1x－1.4＝0.9x＋2.6 ⑷‌�　 2x－1
3 ＝ x＋5

2

3

4

（6点×4）

⑴

⑵

⑶
①

②

3

（7点×4）

⑴ x＝

⑵ x＝

⑶ x＝

⑷ x＝
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理科定着
年　　　組　　　番

名前

/100点
理科❶理科❶項目 1～４チェック

マツの花のつくりと植物の分類
右の図は，マツの花の

つくりを表したものである。
これについて，次の問いに答
えなさい。
⑴‌�　マツは，花をさかせ，種

しゅ

子
し

でふえる植物のなかまで
ある。このような特

とく

徴
ちょう

をも
つ植物をまとめて何といい
ますか。

⑵‌�　受
じゅ

粉
ふん

した後，種子になるのは図のａ・ｂのどちらですか。
⑶‌�　⑵の部分を何といいますか。
⑷�　マツのように，花に子

し

房
ぼう

がなく，⑵の部分がむきだしになっている植物
を何といいますか。

⑸‌�　⑷のなかまに分類されるものを，次のア～カからすべて選び，記号で答
えなさい。

　ア　イヌワラビ　　　イ　ソテツ　　　ウ　トウモロコシ
　エ　アサガオ　　　　オ　イネ　　　　カ　イチョウ

動物の特徴と分類
右の表は，5種類の

動物について，呼
こ

吸
きゅう

のしか
た，子の生まれ方，体の表
面の 3つの特徴をまとめた
もので，Ａ～Ｅの動物は，
それぞれイモリ，ウサギ，
トカゲ，ハト，メダカのいずれかである。これについて，次の問いに答えな
さい。
⑴‌�　Ａ～Ｅは，どれも背

せ

骨
ぼね

を中心とした骨
こっ

格
かく

をもつ動物である。このような
動物を何といいますか。

⑵‌�　水中に殻
から

のない卵
らん

を産む動物を，Ａ～Ｅからすべて選び，記号で答えな
さい。

⑶‌�　Ｃにあてはまる動物は何か。イモリ・ウサギ・トカゲ・ハト・メダカか
ら 1つ選びなさい。

⑷�　⑶の動物は，何類に分類されますか。
⑸‌�　Ｘにあてはまる，Ｂの動物の呼吸のしかたについて，「親」，「子」の語
句を用いて簡

かん

潔
けつ

に書きなさい。

1
りん片

りん片

花粉

前年の
雌花

２年前の
雌花
（まつかさ）

ぺん

aa

bb

め　ばな

2
特徴

動物 呼吸のしかた 子の生まれ方 体の表面
Ａ 肺

はい
で呼吸する。 卵

らん
生
せい

うろこ
Ｂ Ｘ 卵生 湿

しめ
った皮

ひ
膚
ふ

Ｃ 肺で呼吸する。 卵生 羽
う
毛
もう

Ｄ 肺で呼吸する。 胎
たい
生
せい

毛
Ｅ えらで呼吸する。 卵生 うろこ

（5点×5）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

1

（5点×5）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

2
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理科定着チェック❶

いろいろな物質と気体の性質
食塩，砂

さ

糖
とう

，デンプンのいずれかである白い粉末Ａ～Ｃを区別するた
め，次の実験1～3を行った。これについて，あとの問いに答えなさい。
1　水へのとけ方を調べたところ，Ａ，Ｂはとけたが，Ｃはとけなかった。
2　加熱したところ，Ａ，Ｃは燃えてこげたが，Ｂは燃えなかった。
3�　右の図のように，燃えているＡ，Ｃを，石

せっ

灰
かい

水
すい

の入っ
た集気びんに入れ，火が消えた後に集気びんを振

ふ

ると，
どちらも石灰水が白くにごった。

⑴‌�　Ａ，Ｃを加熱したときに発生した気体は何ですか。
⑵‌�　⑴の気体を発生させるには，どのような方法があるか。
次のア～エから 1つ選び，記号で答えなさい。

　ア　石
せっ

灰
かい

石
せき

にうすい塩酸を加える。
　イ　亜

あ

鉛
えん

にうすい塩酸を加える。
　ウ　二酸化マンガンにうすい過酸化水素水（オキシドール）を加える。
　エ　塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混

こん

合
ごう

物
ぶつ

を加熱する。
⑶�　⑴の気体を集めることができないのは，次のア～ウのどの方法か。 1つ
選び，記号で答えなさい。　

水

ア イ ウ

⑷　 3つの白い粉末のうち，Ａは何か。物質名を書きなさい。
⑸　加熱したときにＡ，Ｃと同じようになる物質を何といいますか。

物質のとけ方のちがい
右の図は，100 gの水にとける物質Ａ

～Ｄの最大の質
しつ

量
りょう

をグラフに表したものであ
る。これについて，次の問いに答えなさい。
⑴‌�　100 gの水にとかすことのできる物質の
最大の質量を何といいますか。

⑵‌�　物質Ａ～Ｄを，それぞれ40 ℃の水100 g
に40 gずつ加えてよくかき混ぜたとき，す
べてとけるものはどれか。Ａ～Ｄからすべて選び，記号で答えなさい。

⑶�　物質Ａ～Ｃを，それぞれ60 ℃の水100 gに50 gずつ加えてすべてとか
した後， 3つの水

すい

溶
よう

液
えき

を10 ℃まで冷やすと，すべて結
けっ

晶
しょう

が出てきた。出
てきた結晶の質量が大きい順に，Ａ～Ｃを並

なら

べて左から記号で答えなさい。
⑷　⑶のように，水溶液から純

じゅん

粋
すい

な物
ぶっ

質
しつ

をとり出すことを何といいますか。
⑸�　物質Ｄは，60 ℃の水で飽

ほう

和
わ

水
すい

溶
よう

液
えき

をつくり，それを20 ℃に冷やしても，
結晶がほとんど出てこなかった。その理由を書きなさい。

3

石灰水

燃焼
さじ

ねんしょう

集気びん

4

C

80

60

40

20

00 20 40 60 80

A
B

D

温度〔℃〕

100　ｇ
の
水
に
と
け
る
物
質
の
質
量〔ｇ
〕

（5点×5）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

4

（5点×5）

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸
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定着
年　　　組　　　番

名前

/100点
英語❶英語❶項目 1～４チェック

単語
次の日本語に合う英単語を，　　　から選んで書きなさい。

　⑴　お父さん ⑵　終える

　⑶　そうじする ⑷　イヌ

適語選択
次の文の（　）から適する語を選んで書きなさい。

　⑴　私たちは幸せでした。
　　　We （ was,  were ） happy.

　⑵　ジェーンはテニスをしています。
　　　Jane  is （ play,  playing ） tennis.

　⑶　あなたはホワイト先生を知っていますか。
　　　（ Are,  Do ） you  know  Mr.  White?
　⑷　彼は昨日，走りませんでした。
　　　He （ doesnʼt,  didnʼt ） run  yesterday.

適語補充
適する語を書きなさい。

　⑴　私は音楽を聞いています。
　　　I  am  　　　　　  to  music.

　⑵　真
ま

紀
き

は昨晩ケーキを作りました。
　　　Maki  　　　　　  a  cake  last  night.

　⑶　エマは学校へ行きます。
　　　Emma  　　　　　  to  school.

　⑷　亮
りょう

太
た

と私は友達です。
　　　Ryota  and  I  　　　　　  friends.

1

finish　　　dog　　　father　　　clean

2

3

（5点×4）

⑴

⑵

⑶

⑷

1

（5点×4）

⑴

⑵

⑶

⑷

2

（5点×4）

⑴

⑵

⑶

⑷

3
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英語定着チェック❶

書きかえ
次の文を否定文に書きかえなさい。

　⑴　I  watch  TV  in  the  morning.

　　　➡　I  　　　　　  　　　　　  watch  TV  in  the  morning.

　　　　　私は午前中テレビを見ません。
　⑵　They  were  singing  songs.

　　　➡　They  　　　　　  　　　　　  singing  songs.

　　　　　彼らは歌を歌っていませんでした。
　⑶　Andy  bought  that  bag.

　　　➡　Andy  　　　　　  　　　　　  that  bag.

　　　　　アンディはあのかばんを買いませんでした。
　⑷　Mr.  Brown  was  in  Tokyo  last  month.

　　　➡　Mr.  Brown  　　　　　  　　　　　  in  Tokyo  last  month.

　　　　　ブラウンさんは先月東
とう

京
きょう

にいませんでした。

並べかえ
｛　｝の語句を並べかえて書きなさい。

　⑴　あなたは今朝体育館にいましたか。 { you / the  gym / in / were } this  morning?
　⑵　スミスさんは昨年どこを訪れましたか。 { did / visit / Mr.  Smith / where } last  year?
　⑶　浩

こう

二
じ

は夕食前に本を読みますか。 { Koji / books / read / does } before  dinner?
　⑷　あなたは 2時にサッカーを練習していましたか。 { practicing / were / soccer / you } at  two?

4

（5点×4）

⑴

⑵

⑶

⑷

4

5

（5点×4）

⑴  this  morning?
⑵  last  year?
⑶  before  dinner?
⑷  at  two?

5

Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le 

 
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le 

 
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le 

 
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le 

 
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le　
Sa
mp
le




